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第３次さがみはら
男女共同参画プランを
３月に策定しました

第３次さがみはら
男女共同参画プランを
３月に策定しました

■計画期間（令和２年度～令和９年度）

■５つの大きな柱（基本方針Ⅰ～Ⅴ）

■６の重点項目

■13 の指標・数値目標

　 施
策
の
基
本
方
向
１

多
様
な
価
値
観
の
反
映
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
【
重
点
項
目
】

　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
消
防
・
防
災
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◇
政
治
・
行
政
分
野
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

の
拡
大

◇
民
間
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の

拡
大

◇
地
域
や
団
体
に
お
け
る
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の

拡
大

◇
男
女
の
地
域
活
動
・
市
民
活
動
へ
の
参
画
促
進

◇
消
防
防
災
分
野
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

　

施
策
の
基
本
方
向
２

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
【
重
点
項
目
】

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
外
国
人
市

民
、
性
的
少
数
者
に
対
す
る
支
援
等
を
行
い
、
誰
も
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

◇
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
安
定
と
自
立
支
援

◇
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
安
定
と
自
立
支
援

◇
市
民
の
多
文
化
理
解
の
促
進
と
外
国
人
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

◇
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
促
進
と
支
援
に
向
け
た
取
組
の
推
進

施
策
の
基
本
方
向
３

生
涯
を
通
じ
た
健
康
保
持
増
進
へ
の
支
援

　
男
女
と
も
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適
切
な
健
康
の

保
持
増
進
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
女
性
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
・
出
産
期
に
お
け
る
健
康
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
支
援

◇
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
健
康
支
援

◇
健
康
を
お
び
や
か
す
問
題
へ
の
対
策
の
推
進

施
策
の
基
本
方
向
４

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
慣
行
の
見
直
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
識
の
改
革
【
重
点
項
目
】

　
情
報
発
信
や
意
識
啓
発
活
動
を
通
じ
て
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
を
醸
成
し
、
社
会
慣
行
の
見
直
し
や
意
識
の
改
革

を
図
り
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
の
意
識
形
成
に
向
け
た
広
報
・
啓
発
の
推
進

◇
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
広
報
・
啓
発
の
推
進

施
策
の
基
本
方
向
５

教
育
・
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
の
人
権
尊
重
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
平
等
の
推
進

　
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
場
等
に
お
い
て
、
人
権
尊
重
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進

や
学
習
機
会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

◇
教
育
・
学
習
に
よ
る
男
女
平
等
の
推
進

◇
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実

◇
性
の
理
解
・
尊
重
の
た
め
の
教
育
・
啓
発
の
推
進

◇
若
年
層
を
対
象
と
し
た
性
的
ビ
ジ
ネ
ス
被
害
の
防
止
に
向
け

た
啓
発
の
推
進

◇
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

施
策
の
基
本
方
向
１

民
間
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

　
事
業
所
等
に
お
け
る
女
性
の
働
き
方
に
関
す
る
意
識
改
革
や

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

◇
民
間
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

施
策
の
基
本
方
向
２

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
【
重
点
項
目
】

　
働
き
た
い
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機

会
と
待
遇
の
確
保
の
促
進
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め

の
啓
発
、
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

◇
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保
の
促
進

◇
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
啓
発

◇
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援

施
策
の
基
本
方
向
３

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進

【
重
点
項
目
】

　
事
業
所
等
に
対
す
る
啓

発
や
情
報
提
供
、
特
に
男

性
に
対
す
る
働
き
か
け
や
、

子
育
て
環
境
や
介
護
を
支

え
る
環
境
の
整
備
・
充
実

に
よ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◇
男
女
が
と
も
に
仕
事
と

生
活
を
両
立
で
き
る
環

境
づ
く
り

◇
子
育
て
環
境
の
充
実

◇
介
護
を
支
え
る
環
境
の

整
備
・
充
実

施
策
の
基
本
方
向
１

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
及
び
保
護
体
制
の
充
実
【
重
点
項
目
】

　
性
別
や
国
籍
等
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制

や
、
被
害
者
の
状
況
に
応
じ
た
一
時
保
護
支
援
と
安
全
確
保
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
相
談
支
援
の
充
実

◇
外
国
人
・
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
等
へ
の
配
慮

◇
一
時
保
護
支
援
と
安
全
確
保
の
充
実

施
策
の
基
本
方
向
２

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
及
び
自
立
支
援
の
充
実

　
被
害
者
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

◇
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
強
化

◇
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
自
立
支
援
の
充
実

施
策
の
基
本
方
向
３

Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
し
、
Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
る
こ
と
等
の
意
識
啓
発
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

◇
Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た
意
識
啓
発
等
の
推
進

◇
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
に
向
け
た
意
識
啓
発
の
推
進

●資料︓相模原市「男女共同参画に関する市民意識調査
　　　　（平成30年度）」
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1.0%

0% 100%80%60%40%20%

女性

男性  賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

無回答

固定的性別役割分担意識（男女別）

［相模原市］

76.8%
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8.1% 12.1%
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4.9% 9.8% 1.6%
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20%

40%

60%

80%

100%

継続就業
希望者

追加就業
希望者

転職
希望者

就業休止
希望者

育児をしている女性雇用者の就業希望意識

［全国・神奈川県との比較］ 

全国 神奈川県

相模原市

●資料：⑴国の数値は、内閣府「男女共同参画白書」より作成

　　　　⑵神奈川県の数値は、神奈川県「神奈川県の男女共同参画

　　　　　－男女共同参画年次報告書－」より作成

　　　　⑶相模原市の数値は、相模原市人権・男女共同参画課調べ

※国は各年度９月30日現在、神奈川県及び相模原市は各年度３月31日現在
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35.1% 34.4%

34.1% 33.9%

28%

30%

32%

34%

36%

38%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

国 神奈川県 相模原市

（年度） 

審議会等における女性委員割合の推移 

特

集

 
母子世帯

平均年間収入 

［母又は父自身の収入］ 
243万円

平均年間就労収入 

［母又は父自身の就労収入］ 
200万円

平均年間収入 

［同居親族を含む世帯全員の収入］ 
348万円

父子世帯

420万円

398万円

573万円

●資料：厚生労働省「平成28年度全国ひとり親世帯等調査」
※「平均年間収入」は、生活保護法に基づく給付、児童扶養

手当等の社会保障給付金、就労収入、別れた配偶者から
の養育費、親からの仕送り、家賃・地代などを加えた全
ての収入の額

※「平均年間収入」及び「平均年間就労収入」は、平成 27 年の１年
間の収入

ひとり親世帯の年収［全国］ 
DVを受けた経験の

ある人の割合の推移
［相模原市］

●資料︓相模原市「男女共同参画に関する市民
　　　　意識調査」

22.5%

7.6%

8.6%

30%20%10%0%

H27
年度

H30
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男性 女性

24.2%

3 22

　この計画は、男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も

分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に

発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指し、市

の男女共同参画の推進に関する施策の方向性と内容を明らか

にし、市が取り組む施策を総合的かつ計画的に推進すること

を目的として策定したものです。

●資料：総務省「平成29年就業構造基本調査」
※「追加就業希望者」とは、現在就いている仕事を続けながら、他の仕事

もしたいと思っている者をいう。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
意
識
改
革

基
本
方
針
Ⅲ

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

基
本
方
針
Ⅰ

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
方
針
Ⅱ

働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進

【
さ
が
み
は
ら
女
性
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
】

基
本
方
針
Ⅳ

配
偶
者
等
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
と
被
害
者

へ
の
支
援
【
さ
が
み
は
ら
Ｄ
Ｖ
対
策
プ
ラ
ン
】

基
本
方
針
Ⅴ
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図
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推
進

◇
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
広
報
・
啓
発
の
推
進

施
策
の
基
本
方
向
５

教
育
・
学
習
の
場
に
お
け
る
男
女
の
人
権
尊
重
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
女
平
等
の
推
進

　
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
場
等
に
お
い
て
、
人
権
尊
重
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
男
女
平
等
に
関
す
る
教
育
の
推
進

や
学
習
機
会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

◇
教
育
・
学
習
に
よ
る
男
女
平
等
の
推
進

◇
多
様
な
選
択
を
可
能
に
す
る
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実

◇
性
の
理
解
・
尊
重
の
た
め
の
教
育
・
啓
発
の
推
進

◇
若
年
層
を
対
象
と
し
た
性
的
ビ
ジ
ネ
ス
被
害
の
防
止
に
向
け

た
啓
発
の
推
進

◇
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上

施
策
の
基
本
方
向
１

民
間
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

　
事
業
所
等
に
お
け
る
女
性
の
働
き
方
に
関
す
る
意
識
改
革
や

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

◇
民
間
に
お
け
る
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援

施
策
の
基
本
方
向
２

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
【
重
点
項
目
】

　
働
き
た
い
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機

会
と
待
遇
の
確
保
の
促
進
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め

の
啓
発
、
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

◇
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保
の
促
進

◇
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
の
啓
発

◇
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援

施
策
の
基
本
方
向
３

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進

【
重
点
項
目
】

　
事
業
所
等
に
対
す
る
啓

発
や
情
報
提
供
、
特
に
男

性
に
対
す
る
働
き
か
け
や
、

子
育
て
環
境
や
介
護
を
支

え
る
環
境
の
整
備
・
充
実

に
よ
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

◇
男
女
が
と
も
に
仕
事
と

生
活
を
両
立
で
き
る
環

境
づ
く
り

◇
子
育
て
環
境
の
充
実

◇
介
護
を
支
え
る
環
境
の

整
備
・
充
実

施
策
の
基
本
方
向
１

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
及
び
保
護
体
制
の
充
実
【
重
点
項
目
】

　
性
別
や
国
籍
等
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体
制

や
、
被
害
者
の
状
況
に
応
じ
た
一
時
保
護
支
援
と
安
全
確
保
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

◇
相
談
支
援
の
充
実

◇
外
国
人
・
高
齢
者
・
障
害
の
あ
る
人
等
へ
の
配
慮

◇
一
時
保
護
支
援
と
安
全
確
保
の
充
実

施
策
の
基
本
方
向
２

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
及
び
自
立
支
援
の
充
実

　
被
害
者
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
ま
す
。

◇
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
強
化

◇
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
自
立
支
援
の
充
実

施
策
の
基
本
方
向
３

Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た
取
組
の
推
進

　
あ
ら
ゆ
る
世
代
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
し
、
Ｄ
Ｖ
は
重
大
な
人
権

侵
害
で
あ
る
こ
と
等
の
意
識
啓
発
を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

◇
Ｄ
Ｖ
根
絶
に
向
け
た
意
識
啓
発
等
の
推
進

◇
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
に
向
け
た
意
識
啓
発
の
推
進

●資料︓相模原市「男女共同参画に関する市民意識調査
　　　　（平成30年度）」

4.8%

4.5%

32.6%

41.4%

38.7%

35.3%

21.8%

17.8%

2.2%

1.0%

0% 100%80%60%40%20%

女性

男性  賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

無回答

固定的性別役割分担意識（男女別）

［相模原市］

76.8%

7.7% 13.0%
2.4%

76.8%

8.1% 12.1%
2.9%

83.7%

4.9% 9.8% 1.6%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

継続就業
希望者

追加就業
希望者

転職
希望者

就業休止
希望者

育児をしている女性雇用者の就業希望意識

［全国・神奈川県との比較］ 

全国 神奈川県

相模原市

●資料：⑴国の数値は、内閣府「男女共同参画白書」より作成

　　　　⑵神奈川県の数値は、神奈川県「神奈川県の男女共同参画

　　　　　－男女共同参画年次報告書－」より作成

　　　　⑶相模原市の数値は、相模原市人権・男女共同参画課調べ

※国は各年度９月30日現在、神奈川県及び相模原市は各年度３月31日現在

37.4% 37.6%

35.1% 34.4%

34.1% 33.9%

28%

30%

32%

34%

36%

38%

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

国 神奈川県 相模原市

（年度） 

審議会等における女性委員割合の推移 

特

集

 
母子世帯

平均年間収入 

［母又は父自身の収入］ 
243万円

平均年間就労収入 

［母又は父自身の就労収入］ 
200万円

平均年間収入 

［同居親族を含む世帯全員の収入］ 
348万円

父子世帯

420万円

398万円

573万円

●資料：厚生労働省「平成28年度全国ひとり親世帯等調査」
※「平均年間収入」は、生活保護法に基づく給付、児童扶養

手当等の社会保障給付金、就労収入、別れた配偶者から
の養育費、親からの仕送り、家賃・地代などを加えた全
ての収入の額

※「平均年間収入」及び「平均年間就労収入」は、平成 27 年の１年
間の収入

ひとり親世帯の年収［全国］ 
DVを受けた経験の

ある人の割合の推移
［相模原市］

●資料︓相模原市「男女共同参画に関する市民
　　　　意識調査」

22.5%

7.6%

8.6%

30%20%10%0%

H27
年度

H30
年度

男性 女性

24.2%

3 22

　この計画は、男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も

分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に

発揮することができる男女共同参画社会の実現を目指し、市

の男女共同参画の推進に関する施策の方向性と内容を明らか

にし、市が取り組む施策を総合的かつ計画的に推進すること

を目的として策定したものです。

●資料：総務省「平成29年就業構造基本調査」
※「追加就業希望者」とは、現在就いている仕事を続けながら、他の仕事

もしたいと思っている者をいう。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
意
識
改
革

基
本
方
針
Ⅲ

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進

基
本
方
針
Ⅰ

男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

基
本
方
針
Ⅱ

働
く
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進

【
さ
が
み
は
ら
女
性
活
躍
推
進
プ
ラ
ン
】

基
本
方
針
Ⅳ

配
偶
者
等
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
と
被
害
者

へ
の
支
援
【
さ
が
み
は
ら
Ｄ
Ｖ
対
策
プ
ラ
ン
】

基
本
方
針
Ⅴ



性別にかかわらず適切な
人に管理職になって
もらうことにしよう

昇格試験を
受けてみよう

こんなことも
DVになるんだ

性別にかかわらず適切な
人に会長をやってもらう
ことにしよう

私もＤＶ
相談してみよう

DVに関する
相談窓口は
こちらです

4

家族で協力して家事、
育児をやろう

市では、男女共同参画社会の実現に向けて、基本方針ごとに成果指標（目標値）を設定しています。

この目標値を達成するには、市ががんばるだけでなく、市民や事業者の皆様の協力が必要です。

40.0％

30.0％

40.0％

10.0％

86.0％

84.3％

80.0％

22.0％

30.0％

基本方針 指標項目
指標
番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

基本方針 Ⅰ

あらゆる分野に
おける男女共同

参画の推進

基本方針 Ⅴ
配偶者等に対する

暴力の根絶と
被害者への支援

【さがみはら　　　　
　　DV対策プラン】

基本方針 Ⅳ

働く場における
女性の活躍推進

　【さがみはら女性　　　
 　活躍推進プラン】

基本方針 Ⅱ

男女共同参画の
視点に立った安心な

暮らしの実現

基本方針 Ⅲ
男女共同参画社会の

実現に向けた意識改革

①90.0％

②65.0％

③70.0％

④85.0％

⑤85.0％

⑥95.0％

18.8％
（R1）

35.5％
（R1）

7.3％
（R1）

84.1％
（Ｈ30）

81.4％
（R1）

57.0％
（Ｈ30）

18.8％
（Ｈ30）

90.2％
（Ｈ30）

68.2％

（Ｈ30）

37.6％

（Ｈ30）

①74.2％

②48.9％

③55.7％

④70.6％

⑤70.7％

⑥84.7％

（Ｈ30）

15.0％
（Ｈ28）

33.9％
（Ｈ30）

76.0％

50.0％

基準値を

上回る

市の審議会等における女性の割合

教職員の管理職（校長・副校長）に占める女性の割合

自治会長に占める女性の割合

児童扶養手当の受給開始後５年経過者の就労している割合

自分が健康であると感じている市民の割合

事業所における女性管理職の割合

DV に関わる相談場所を知っている市民の割合

DV 被害にあった際、相談した市民の割合

市職員における管理職（課長級以上）に占める女性の割合（教職員を除く。）

男性の育児・介護休業の取得について、取得した方がよいと考える
市民の割合

職 場 環 境 に お け る 男 女 の 地 位 が 平 等 に な っ て い る と 感 じ て い る
市民の割合

夫婦（パートナー）間・交際相手間における次のような行為を暴力と
認識する人の割合

【身体的暴力】 ①平手で打つ

【精神的暴力】 ②何を言っても長時間無視し続ける

【社会的暴力】 ③交友関係や電話・メールなどを細かく監視する

【経済的暴力】 ④家計に必要な生活費を渡さない

【性 的 暴 力】 ⑤見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる

　　　　　　 ⑥いやがっているのに性的な行為を強要する

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった考え方に反対

する市民の割合

基準値
（年度）

目標値
（R９年度）

男女共同参画社会を目指すには…

将来のために
運動しよう



5

　新型コロナウイルス感染症の影響により、外出自粛や休業などが行われ、

生活不安・ストレスにより、ＤＶの増加や深刻化が懸念されています。

　殴る、蹴るなどの身体的暴力だけがＤＶと思われがちですが、それだけ

ではありません。

※DV とは、配偶者や恋人など親密な関係にある人からの暴力のことです。

      

あなたの周りに配偶者や交際相手など身近な人からの

DV に悩んでいる人がいたら、相談専用電話を紹介してください。

身近な人からの暴力に悩んでいたら相談してください

殴る　蹴る　だけがDVじゃない

・暴言を吐く　・何を言っても無視する

・親族や友人との付き合いを制限したり、電話やメールを細かくチェックしたりする

・いやがっているのに性行為を強要する　・生活費を渡さない

・子どもの前で暴力をふるう（面前DV）※

※児童虐待防止法では、子どもが見ている前で配偶者に暴力をふるうことは、子どもへの虐待とされています。

こんな行為もＤＶにあたります（一例）

あれっ！？私、DVされている？ DVしている？悩んでいたら、まず相談を

毎日　午前 10 時～午後 5 時（火・木は、午後 6 時まで）

※第 4 月曜日、年末年始を除く

※緊急時（事件発生時）は、110 番してください。

相模原市配偶者暴力相談支援センターＤＶ相談専用電話

☎042－772－5990

【その他にも相談窓口はあります。】

電話　　　0120-279-889
24 時間電話相談

メール相談　24 時間相談
SNS 相談　毎日 12 時～ 22 時

つ な ぐ は や く

英、中、韓、スペイン、ポルトガル、タガログ、

タイ、ベトナム、インドネシア、ネパール

神奈川県

かながわ DV相談 LINE　

内閣府

火・木・金・土　16 時～ 21 時
※祝休日、年末年始を除く

県内の女性の方を対象に、配偶者や恋人から
のＤＶ・デートＤＶについての相談を無料で
お受けします。

11月 12日～25日は、女性に対する

暴力をなくす運動期間です

soudanplus.jp

相談は無料
相談の秘密は守ります。

性別を問わず、

御相談いただけます。

PC、スマートフォン、タブレットで

次の２次元コードを読み取り「友だち

追加」のうえ相談してください。

※相談する前に、「ご利用にあたって」を

　お読みください。

※メール・SNS相談は外国語にも対応



現
在
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

橋
本
駅
は
、
横
浜
線
３
駅
（
〜
淵
野
辺
駅
）、

相
模
線
６
駅
（
〜
相
武
台
下
駅
）
を
含
む
計
10

駅
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
駅
長
と
し
て
日
々

の
安
全
・
安
定
輸
送
、
周
辺
地
域
と
の
交
流
、

弊
社
が
設
定
す
る
目
標
管
理
、
人
材
育
成
等
に

お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
」
と
い
う
）
の
旅
行
業
に
関
心
が
あ
り
、
平

成
６
年
４
月
に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社
後
は
、

駅
に
あ
る
旅
行
店
舗
（
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
）
に
て

旅
行
商
品
の
相
談
、
販
売
、
添
乗
業
務
等
に
携

わ
り
、
平
成
19

年
７
月
か
ら
は
企
画
部
門
に
て

首
都
圏
に
お
け
る
旅
行
商
品
販
売
促
進
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
22

年
６
月
か
ら
駅
管

理
者
（
助
役
）
や
企
画
部
門
（
駅
に
お
け
る
業

務
支
援
、
お
客
さ
ま
対
応
支
援
等
）
に
携
わ
り

ま
し
て
、
平
成
30

年
６
月
か
ら
橋
本
駅
駅
長
の

職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

旅
行
業
か
ら
駅
管
理
者
（
助
役
）
へ
異
動

し
た
経
緯
は
。

企
画
部
門
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
現
場

管
理
者
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、
旅
行

店
舗
（
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
）
の
管
理
者
の
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
旅
行
業
で
の
管
理
者
に
こ
だ
わ

る
と
可
能
性
も
狭
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
当

時
の
上
司
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
自
身

の
職
域
拡
大
を
考
え
て
、
駅
管
理
者
（
助
役
）

に
な
り
ま
し
た
。
弊
社
は
、
本
人
の
意
思
に
よ

る
他
の
業
務
へ
の
異
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

駅
長
に
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
や
新
た
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
本
駅
の
駅
長
は
私
が
第
54

代
と
な
り
ま

す
が
、
女
性
の
駅
長
は
初
め
て
で
す
。
女
性
駅

長
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
思
っ
て
い
た

以
上
に
大
き
く
驚
き
ま
し
た
。
早
く
覚
え
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
お
い
て
は
仕
事
が
し
や
す
く
て
あ
り
が

た
い
一
方
で
、
も
っ
と
普
通
に
受
け
止
め
ら
れ

る
よ
う
、
自
然
体
で
職
域
拡
大
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
縁
あ
っ
て
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な
っ

た
社
員
一
人
ひ
と
り
の
強
み
を
引
き
出
し
「
大

変
だ
け
ど
仕
事
っ
て
楽
し
い
、
人
生
も
相
乗
効

果
！
」
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

心
に
と
め
て
い
る
言
葉
は
「
初
動
全
力
」

「
日
常
を
大
切
に
」
で
す
。
電
車
（
鉄
の
塊
）
が

走
っ
て
い
る
こ
と
の
怖
さ
を
忘
れ
ず
、
多
く
の

お
客
さ
ま
が
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
駅
を
安
全
で

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
怪
我

等
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
弊
社

に
お
い
て
、
駅
は
入
社
後
最
初
に
配
属
さ
れ
る

職
場
の
た
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
の
役
割
が
大

変
重
要
で
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
の
プ
ロ
意
識

醸
成
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
に
良
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に

安
全
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
管
轄
す
る
駅
の
女
性
社
員

の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２

年
４
月
１
日
時
点
の
全
社
に
お
け

る
女
性
社
員
比
率
は
16.

２

％
で
す
（
管
理
者
比

率
は
６.

３

％
）。
橋
本
駅
に
お
い
て
は
約
３
割

が
女
性
社
員
で
す
。
弊
社
で
は
、
新
卒
採
用
者

に
占
め
る
女
性
比
率
を
30

％
以
上
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
職
場

で
女
性
が
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
女
性

用
設
備
の
新
設
等
の
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
乗
務
員
（
運
転
士
・
車
掌
）

に
つ
い
て
は
平
成
12

年
か
ら
女
性
も
従
事
し
て

い
ま
す
。

鉄
道
会
社
で
女
性
が
活
躍
す
る
こ
と
の

意
義
、
重
要
性
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

従
来
、
鉄
道
を
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま

は
、
通
勤
通
学
の
若
年
や
中
年
の
男
性
会
社
員

が
中
心
で
し
た
が
、
お
客
さ
ま
の
多
様
化
（
女

性
、
シ
ニ
ア
、
幼
児
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
外

国
人
）、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、「
お
客
さ
ま
視
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」、

「
優
秀
な
人
材
の
獲
得
と
活
用
」、「
新
た
な
発
想

と
行
動
」
に
お
い
て
、
従
来
の
鉄
道
事
業
に
必

要
と
さ
れ
た
人
材
（
男
性
）
と
は
異
な
る
多
様

な
技
術
、
発
想
、
経
験
を
有
し
た
人
材
が
必
要

不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

仕
事
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

長
年
仕
事
で
旅
行
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
旅
行
は
一
番
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
す

が
、
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
の
で
、
橋
本
駅

近
辺
や
相
模
原
市
の
お
い
し
い
お
店
探
し
は
、

着
任
し
て
か
ら
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
今
ま

で
現
地
や
学
校
で
習
得
し
て
き
た
韓
国
家
庭
料

理
と
フ
ラ
ン
ス
菓
子
製
作
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
続
け
て
い
ま
す
。
40

代
に
な
っ
て
知
っ
た

楽
し
み
は
、
ヨ
ガ
と
猫
で
す
。
土
曜
日
の
朝
に

近
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ヨ
ガ
に
参
加
す
る
こ

と
以
外
に
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
ヨ
ガ
も
時
々
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
猫
は
保
護
し
た
野
良
猫
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
日
々
格
闘
中
で
す
。

会
社
の
中
で
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

今
後
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
、
駅
の
在
り
方
も
大
き
な
変
化
を
迎
え

ま
す
。
駅
長
で
退
職
と
い
う
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
の
年
代
で
駅
長
に
な
れ
た
こ
と
は
、

一
過
程
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
場
と
現
場

を
支
え
る
企
画
部
門
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
必
要
と
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
若
い
社
員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
一
つ
に

な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
管
理
職
が
増
え
て
い
く
た
め
に
、

女
性
た
ち
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
男
性
と
比
べ
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、
私

自
身
は
、
数
年
前
、J

-W
in

※

に
参
加
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
、
他
の
企
業
の
女
性
と
意
見
交
換
等

す
る
中
で
、
社
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

リ
ー
ダ
ー
は
男
性
と
い
う
よ
う
な
思
い
込
み
や

先
入
観
等
無
意
識
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と

の
重
要
性
へ
の
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。
男
女
の

性
差
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
個
性
が
生
か
さ
れ
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
の

実
現
こ
そ
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一
歩
と

し
て
女
性
活
躍
が
も
っ
と
当
た
り
前
に
な
る
よ

う
に
、
自
分
自
身
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
勇
気

を
も
っ
て
挑
戦
し
続
け
、
仕
事
も
人
生
も
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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取材
後記

J R 橋本駅で初の女性駅長として活躍する

高堂さんに女性活躍などについてインタビュー

しました。

J R 橋本駅で初の女性駅長として活躍する

高堂さんに女性活躍などについてインタビュー

しました。

インタビュー

高堂智佳
 たか　　　　 どう　　　　　ち　　　　　　か たか　　　　 どう　　　　　ち　　　　　　か

さんに

男女共同参画社
会実現に向けて

、各分野で活躍
中の方々を紹介

するコーナー

　

 

　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
の
写
真

撮
影
も
含
め
約
二
時
間
近
く
に
及
ぶ
取
材
で

は
、
柔
ら
か
い
語
り
口
で
確
固
た
る
持
論
を

滔
々
と
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
旅
行
業
務
か
ら
鉄
道
業
務
へ
華
麗
に
転
身
、

乗
客
や
同
僚
そ
し
て
地
域
住
民
等
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
つ
つ
、
駅
長
職

に
驕
る
こ
と
な
く
今
後
も
職
域
拡
大
を
図
ろ
う

と
す
る
姿
勢
に
、
女
性
活
躍
社
会
の
先
端
を
い

く
気
概
が
窺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
業
務
で

は
数
少
な
い
女
性
管
理
職
と
し
て
後
進
の
指
導

に
も
余
念
な
く
、
高
堂
駅
長
こ
そ
『
理
想
の
上

司
』
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
取
材
後
の
感
想
も
「
や
っ
ぱ
り
格

好
い
い
！
」
。

（
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
Y
・
T
）

と
う
と
う

お
ご

う
か
が

QＡQＡQＡ

QＡ QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

高
堂
駅
長
の
第
一
印
象
は

「
格
好
い
い
！
」
。
　
　

※
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
と

定
着
の
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
企
業
メ
ン
バ
ー
制
の

団
体
。
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

業
種
や
業
態
の
枠
を
超
え
た
女
性
企
業
人
の
相
互
研
鑽
の

機
会
を
提
供
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
構
築
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
能
力
開
発
を

図
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
２
月
３
日
撮
影



現
在
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

橋
本
駅
は
、
横
浜
線
３
駅
（
〜
淵
野
辺
駅
）、

相
模
線
６
駅
（
〜
相
武
台
下
駅
）
を
含
む
計
10

駅
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
駅
長
と
し
て
日
々

の
安
全
・
安
定
輸
送
、
周
辺
地
域
と
の
交
流
、

弊
社
が
設
定
す
る
目
標
管
理
、
人
材
育
成
等
に

お
け
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り

ま
す
。

入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
」
と
い
う
）
の
旅
行
業
に
関
心
が
あ
り
、
平

成
６
年
４
月
に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社
後
は
、

駅
に
あ
る
旅
行
店
舗
（
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
）
に
て

旅
行
商
品
の
相
談
、
販
売
、
添
乗
業
務
等
に
携

わ
り
、
平
成
19

年
７
月
か
ら
は
企
画
部
門
に
て

首
都
圏
に
お
け
る
旅
行
商
品
販
売
促
進
支
援
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
平
成
22

年
６
月
か
ら
駅
管

理
者
（
助
役
）
や
企
画
部
門
（
駅
に
お
け
る
業

務
支
援
、
お
客
さ
ま
対
応
支
援
等
）
に
携
わ
り

ま
し
て
、
平
成
30

年
６
月
か
ら
橋
本
駅
駅
長
の

職
に
就
い
て
お
り
ま
す
。

旅
行
業
か
ら
駅
管
理
者
（
助
役
）
へ
異
動

し
た
経
緯
は
。

企
画
部
門
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
現
場

管
理
者
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
、
旅
行

店
舗
（
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
）
の
管
理
者
の
話
も
あ

り
ま
し
た
が
、
旅
行
業
で
の
管
理
者
に
こ
だ
わ

る
と
可
能
性
も
狭
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、
当

時
の
上
司
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
自
身

の
職
域
拡
大
を
考
え
て
、
駅
管
理
者
（
助
役
）

に
な
り
ま
し
た
。
弊
社
は
、
本
人
の
意
思
に
よ

る
他
の
業
務
へ
の
異
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

駅
長
に
な
っ
て
思
っ
た
こ
と
や
新
た
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

橋
本
駅
の
駅
長
は
私
が
第
54

代
と
な
り
ま

す
が
、
女
性
の
駅
長
は
初
め
て
で
す
。
女
性
駅

長
に
対
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
思
っ
て
い
た

以
上
に
大
き
く
驚
き
ま
し
た
。
早
く
覚
え
て
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
お
い
て
は
仕
事
が
し
や
す
く
て
あ
り
が

た
い
一
方
で
、
も
っ
と
普
通
に
受
け
止
め
ら
れ

る
よ
う
、
自
然
体
で
職
域
拡
大
に
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
縁
あ
っ
て
一
緒
に
働
く
こ
と
に
な
っ

た
社
員
一
人
ひ
と
り
の
強
み
を
引
き
出
し
「
大

変
だ
け
ど
仕
事
っ
て
楽
し
い
、
人
生
も
相
乗
効

果
！
」
を
共
有
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
う
え
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

心
に
と
め
て
い
る
言
葉
は
「
初
動
全
力
」

「
日
常
を
大
切
に
」
で
す
。
電
車
（
鉄
の
塊
）
が

走
っ
て
い
る
こ
と
の
怖
さ
を
忘
れ
ず
、
多
く
の

お
客
さ
ま
が
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
駅
を
安
全
で

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
怪
我

等
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
弊
社

に
お
い
て
、
駅
は
入
社
後
最
初
に
配
属
さ
れ
る

職
場
の
た
め
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
側
の
役
割
が
大

変
重
要
で
す
。
社
員
一
人
ひ
と
り
の
プ
ロ
意
識

醸
成
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
等
に
良
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
構
築
に
努
め
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に

安
全
で
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
管
轄
す
る
駅
の
女
性
社
員

の
状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２

年
４
月
１
日
時
点
の
全
社
に
お
け

る
女
性
社
員
比
率
は
16.

２

％
で
す
（
管
理
者
比

率
は
６.

３

％
）。
橋
本
駅
に
お
い
て
は
約
３
割

が
女
性
社
員
で
す
。
弊
社
で
は
、
新
卒
採
用
者

に
占
め
る
女
性
比
率
を
30

％
以
上
と
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
職
場

で
女
性
が
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
女
性

用
設
備
の
新
設
等
の
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
乗
務
員
（
運
転
士
・
車
掌
）

に
つ
い
て
は
平
成
12

年
か
ら
女
性
も
従
事
し
て

い
ま
す
。

鉄
道
会
社
で
女
性
が
活
躍
す
る
こ
と
の

意
義
、
重
要
性
に
つ
い
て
お
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

従
来
、
鉄
道
を
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま

は
、
通
勤
通
学
の
若
年
や
中
年
の
男
性
会
社
員

が
中
心
で
し
た
が
、
お
客
さ
ま
の
多
様
化
（
女

性
、
シ
ニ
ア
、
幼
児
、
障
が
い
の
あ
る
人
、
外

国
人
）、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の

で
、「
お
客
さ
ま
視
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」、

「
優
秀
な
人
材
の
獲
得
と
活
用
」、「
新
た
な
発
想

と
行
動
」
に
お
い
て
、
従
来
の
鉄
道
事
業
に
必

要
と
さ
れ
た
人
材
（
男
性
）
と
は
異
な
る
多
様

な
技
術
、
発
想
、
経
験
を
有
し
た
人
材
が
必
要

不
可
欠
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

仕
事
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

長
年
仕
事
で
旅
行
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
旅
行
は
一
番
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
す

が
、
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
の
で
、
橋
本
駅

近
辺
や
相
模
原
市
の
お
い
し
い
お
店
探
し
は
、

着
任
し
て
か
ら
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
今
ま

で
現
地
や
学
校
で
習
得
し
て
き
た
韓
国
家
庭
料

理
と
フ
ラ
ン
ス
菓
子
製
作
は
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
続
け
て
い
ま
す
。
40

代
に
な
っ
て
知
っ
た

楽
し
み
は
、
ヨ
ガ
と
猫
で
す
。
土
曜
日
の
朝
に

近
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ヨ
ガ
に
参
加
す
る
こ

と
以
外
に
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
ヨ
ガ
も
時
々
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
猫
は
保
護
し
た
野
良
猫
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
日
々
格
闘
中
で
す
。

会
社
の
中
で
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

今
後
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
、
駅
の
在
り
方
も
大
き
な
変
化
を
迎
え

ま
す
。
駅
長
で
退
職
と
い
う
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
の
年
代
で
駅
長
に
な
れ
た
こ
と
は
、

一
過
程
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
場
と
現
場

を
支
え
る
企
画
部
門
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
必
要
と
さ
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
若
い
社
員
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
一
つ
に

な
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
管
理
職
が
増
え
て
い
く
た
め
に
、

女
性
た
ち
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

管
理
職
に
つ
い
て
は
、
男
性
と
比
べ
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
が
少
な
い
悩
み
は
あ
り
ま
す
が
、
私

自
身
は
、
数
年
前
、J

-W
in

※

に
参
加
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
、
他
の
企
業
の
女
性
と
意
見
交
換
等

す
る
中
で
、
社
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
、

リ
ー
ダ
ー
は
男
性
と
い
う
よ
う
な
思
い
込
み
や

先
入
観
等
無
意
識
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と

の
重
要
性
へ
の
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。
男
女
の

性
差
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
個
性
が
生
か
さ
れ
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
の

実
現
こ
そ
が
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一
歩
と

し
て
女
性
活
躍
が
も
っ
と
当
た
り
前
に
な
る
よ

う
に
、
自
分
自
身
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
勇
気

を
も
っ
て
挑
戦
し
続
け
、
仕
事
も
人
生
も
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

7 6

取材
後記

J R 橋本駅で初の女性駅長として活躍する

高堂さんに女性活躍などについてインタビュー

しました。

J R 橋本駅で初の女性駅長として活躍する

高堂さんに女性活躍などについてインタビュー

しました。

インタビュー

高堂智佳
 たか　　　　 どう　　　　　ち　　　　　　か たか　　　　 どう　　　　　ち　　　　　　か

さんに

男女共同参画社
会実現に向けて

、各分野で活躍
中の方々を紹介

するコーナー

　

 

　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
の
写
真

撮
影
も
含
め
約
二
時
間
近
く
に
及
ぶ
取
材
で

は
、
柔
ら
か
い
語
り
口
で
確
固
た
る
持
論
を

滔
々
と
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
旅
行
業
務
か
ら
鉄
道
業
務
へ
華
麗
に
転
身
、

乗
客
や
同
僚
そ
し
て
地
域
住
民
等
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
つ
つ
、
駅
長
職

に
驕
る
こ
と
な
く
今
後
も
職
域
拡
大
を
図
ろ
う

と
す
る
姿
勢
に
、
女
性
活
躍
社
会
の
先
端
を
い

く
気
概
が
窺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
鉄
道
業
務
で

は
数
少
な
い
女
性
管
理
職
と
し
て
後
進
の
指
導

に
も
余
念
な
く
、
高
堂
駅
長
こ
そ
『
理
想
の
上

司
』
で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
取
材
後
の
感
想
も
「
や
っ
ぱ
り
格

好
い
い
！
」
。

（
さ
が
み
は
ら
男
女
共
同
参
画
推
進
員
Y
・
T
）

と
う
と
う

お
ご

う
か
が

QＡQＡQＡ

QＡ QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

QＡ

高
堂
駅
長
の
第
一
印
象
は

「
格
好
い
い
！
」
。
　
　

※

企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
促
進
と

定
着
の
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
企
業
メ
ン
バ
ー
制
の

団
体
。
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
推
進
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

業
種
や
業
態
の
枠
を
超
え
た
女
性
企
業
人
の
相
互
研
鑽
の

機
会
を
提
供
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
構
築
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
能
力
開
発
を

図
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
２
月
３
日
撮
影



～おかげさまでソレイユさがみ開館 20 周年～

11月7日（土）～11月23日（祝）

講演会11/23
（祝）

10：00▶12：00
「性別」とセクシュアリティの多様性を考える

パネル展11/7
（土）

11/23
（祝）

9：00▶17：00
ソレイユさがみ開館 20年の

あゆみをまとめたパネル展

ワーク・ライフ・バランス
講演会

11/20
（金）

10：00▶12：00
『ワンオペ育児』の生みの親　藤田　結子さん講演会

「ワンオペ育児を解消しよう！　　　　　　

　～エンジョイ♪自分らしい両立ライフ～」

事務職スキルアップ講座

10：00▶12：00
社労士から社会保険・

税金・扶養控除などを学ぶ

女性の政治参画講演会

10：00▶12：00
『ご飯論法』の生みの親　上西　充子さん講演会

「政治に関心を持とう！そして考えよう」

さがみはらいきいき
フォーラム2020

11/8
（日）

13：20▶15：00
東　浩司さん講演会

「人生を楽しむ働き方改革」

ワークショップ

14：00▶16：00
「みんなで男女共同参画自慢」

13：30▶15：30
災害対応力を強化する女性視点の防災講座　

「避難所運営は男女共同参画で」

体験型講座

11/15
（日）

13：30▶15：30
『八月のひかり』著者　中島　信子さん講演会

「7人に一人　こどもの貧困」

講演会

11/3
（祝）

13：30▶15：00
『ダブルハッピネス』著者　杉山　文野さん講演会

「違いを知り、違いを活かす多様性社会」

多様性社会講演会

11/7
（土）

11/23
（祝）

11/16
（月）

11/22
（日）

男女共同参画社会の

実現をめざす情報誌

E-mail jinkendanjo@city.sagamihara.kanagawa.jp 本号へのご意見・ご感想をお待ちしております。

発行　相模原市役所（人権・男女共同参画課） 〒252-5277 相模原市中央区中央2-11-15 TEL.042-769-8205（直通）

取材･協力　さがみはら男女共同参画推進員（広報担当 井上幹夫、小黒芳男、篠原直彦、高橋陽子 50音順/敬称略）

ソレイユさがみ通信
http://www.soleilsagami.jp

ソレイユさがみ（相模原市立男女共同参画推進センター）は、一人ひとりが自分

らしくいきいきと生きることができる男女共同参画社会の実現を図るための

活動拠点です。

〒252-0143 相模原市緑区橋本6－2－1（シティ・プラザはしもと内）

JR横浜線・JR相模線･京王線橋本駅北口 徒歩1分

TEL.042-775-1775　FAX.042-775-1776

ソレイユさがみは、指定管理者「ＮＰＯ法人男女共同参画さがみはら」が管理・運

営しています。

お申し込み方法など詳しくは下記へお問い合わせください。

～他にも講演会があります。～

問合せ時間
 9：00 ～ 17：00ソレイユさがみ　TEL 042-775-1775

新型コロナウイルス感染症に関連した

誹謗・中傷や不当な差別はやめましょう。

STOP！コロナ差別


